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日曜日までは、夏を思わせる暑い日が続いていましたが、

昨日からまた雨となりました。それでも野山の新緑は目に

まぶしく、過ごしやすく、風景の美しい季節となりました。

子供たちは、今年度が始まって２週間が過ぎ、一つ上の学

年として新しい学習にしっかり取り組んでいます。 

＜今年度最初の授業参観、ＰＴＡ総会＞ 

 先週の木曜日（１９日）は、今年度最初の授業参観と懇

談会、そしてＰＴＡ総会でした。たくさんの保護者の方に

来校していただきありがとうございました。 

 始まって２週間、新しい担任との授業でした。担任と子 

供たちとの息が合っていたでしょうか。これから１年間、充実した学習を進めて行くこと

ができるよう努力していきます。そして、懇談会では、担任と十分お話しはされたでしょ

うか。担任の方から、1 年間の学級経営について話があったと思います。お子様が心身と

もに成長されますよう精一杯の支援をしていきます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

ＰＴＡ総会には、１００名以上の保護者の皆様に参加していただきました。参加率は、

６５％以上、委任状を含めると９５％となります。たいへん有り難いことです。審議も滞

りなく進み、本年度のＰＴＡ活動をスタートさせることができました。早速４月２６日(木)

には、拡大実行委員会を開催します（19:00～体育館）。学級委員長及び各専門部役員全員

のご参加をよろしくお願いします。 

＜避難訓練を実施しました＞ 

１８日(水)、避難訓練を実施しました。命を守る教

育という観点からとても重要な行事です。２月に実施

した地震・津波対応の訓練では、おしゃべりが見られ

残念でしたが、今回は、おしゃべりもなくみんな揃っ

て避難することができました。係からは、命を守るた

めには、３分以内に避難することの大切さを話しました。校長からは、全国では、１日平

均約１００件の火事があり、約４人の人が亡くなっていること伝え、誰もがいつ火事にあ

ってもおかしくないので、今日のような訓練はとても大切であると話しました。 

＜漢字検定（６月９日・土）を実施します＞ 

本年度１回目の漢字検定を実施します。期日は６月９日(土)です。前回、インフルエン

ザで受験できなかった人（前回の受験料繰り越し）、残念ながら合格できなかった人、申し

嘉例
か れ い

の な が れ 

【本陣跡通り】 



込まなかった人、合格してさらに上級を目指す人など、受験を希望する人は申し込みをし

てください。今週中に申し込み用紙を配布します。受験料を添えて、学校（教頭）まで提

出してください。尚、１、２月にも、もう一度実施する予定です。 

漢字検定が実施されることで、子供たちの漢字への意識が少しでも高まると嬉しく思い

ます。 

＜集団下校は、週１回（木曜日）に行います＞ 

 ５月の連休が明け、７日(月)から、集団

下校を木曜日だけの週１回とします。 

本校では、これまで毎日、下校が同じ

学年の児童は、各学級を出たあと、児童

玄関横（外）に地区別に再集合してから

帰っていました。過去の不審者事案の折

に、その対策として保護者、地域と連携

して実施されたことを継続してきたもの

と思われます。しかし、現状はまったく集団下校となっていないのが実情です。 

原因は、いくつか考えられますが、大きな要因は、多くの子供たちが自宅まで直接帰る

ことが少なくなったということです。学童に通う子ども、学校で野球やバレーボールなど

の社会体育をする子ども、塾や習い事に行く子ども、途中から車での迎えで帰る子どもな

どです。当然、班長、副班長などの高学年がいない班がほとんどです。また、登校と違い

並んで帰るという意識もとても低くなっています。 

保護者や地域の方からも、下校の状況については、この１年間たくさんの指摘を受けま

した。学校としましてこの状況を何とか改善しなければならないと考えました。しかし、

子供たちだけに厳しく並んで帰ることを求めるのには、もう限界があります。 

そこで、次のような対応をいたします。 

 ※今週末、４月２８日（土）から、５月６日（日）までは、２日間を挟んで７日間の連

休があります（ゴールデンウィーク）。家庭や地域で過ごすことが多くなります。学校でも

十分に指導いたします。また、連休中の生活指導についてのプリントを配布いたします。

ご家庭でも、子供たちが安全に過ごすことができるようご配慮ください。 

１、 集団下校を週１回、木曜日に実施する。 
＊全校児童が同時刻に下校する木曜日だけに実施することで、必ず揃って並んで帰らな

ければならないという集団下校の意識を高めます。 

＊その他の日も、できるだけ１人で帰らず、近くの人と一緒に帰るように指導します。 

２、 年１、２回、職員による集団下校の見守り指導を行う。 
＊通学路の安全点検も兼ねて、職員が各地区に付き添い、指導を行います。 

３、 保護者や地域の見守りの強化を依頼する。 
＊これまでに民生委員児童委員、交通安全協会の方には、お知らせして見守りをお願い

しています。また江迎支所には、防災無線を使った下校見守りの放送（使用規定があっ

て難しいと言うことですが）ができないかお願いをしています。その他の団体にも呼び

かける予定にしています。保護者の皆様にも、時間が許す限り、地域の子供たちの下校

の見守りをお願いいたします。 


